
１． 開 催 日 時 ：

２． 会 場 ： 釧路市立朝陽小学校

３． 参 加 者 ： 釧路市立朝陽小学校　４年生（２２名）

４． 主 催 ： 国土交通省　北海道運輸局

５． プログラム提供 ： 公益財団法人日本財団 パラリンピックサポートセンター

６． 後 援 ： 北海道

７． 実 施 概 要 ：

８． 参加者の感想

バリアフリー教室（釧路会場）実施概要

　東京オリンピック・パラリンピック競技大会のレガシーとなる「真の
共生社会の実現」の機運醸成に繋げるため、公益財団法人日本財団パラ
リンピックサポートセンターがプログラムを提供する「あすチャレ！
ジュニアアカデミー」と連携し、共生社会ホストタウンである釧路市
で、パラ・パワーリフティングの女子55kg級日本記録保持者である山
本恵理選手を講師に迎えて、小学生を対象にオンライン形式による授業
を実施し、共生社会の実現等について学んだ。

令和３年５月１９日（水）　１０：４５～１１：３０

・段差が車いすであがれるのがすごかった。自分もパワーリフティングをしてみたいと
思いました。

・パラ動画をみたときにけがをした人がまだあきらめないでやれることを一生懸命やっ
てすごいと思いました。自分もあきらめないでがんばりたいと思いました。

・マックと勉強ができてうれしかったです。車の運転の仕組みがすごいと思いました。
マックがパラリンピックで優勝してほしいと思っています。マック頑張ってね。車いす
の生活がびっくりした。


